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リ ダ シ能ップ 情の周報知目的
と創意、性の力 参加 内部統制 標本数
北ヨーロ 7"諸閏
デンマーク 一.07 49 14 17 149 
ド イ ツ -.28 41 02 15 586 
ノ lレウ，ー -.10 54 -.07 .17 221 
月エーデン -.50 51 -.19 15 342 
平 均 -.24 04 .U4 16 
ヲテ γ・ヨーロすバ諸国
ベルギー -.41 21 .34 .01 378 
アテンス -.23 5ー4 28 07 154 
イタリ -26 10 .38 -.01 268 
九ベイン -.10 .02 11 05 203 
平 均 -.25 .22 09 03 
7"/グロ・アメリカ諸国
イギリス 17 25 -.06 17 239 
アメリカ ー72 47 02 -.15 464 
平 均 45 36 -.02 .16 
後進諸国
アルゼンチ y .07 一63 23 -.11 198 
チ リ 28 -.51 -.22 08 159 
イ ユノ ド 29 ← 64 -.19 35 114 
平 均 21 -.59 21 18 
日 本 39 04 44 04 165 
全管理者 .00 00 。 00 
+は相対的な態度， は相対的に専制的な態度をホす。




























12) Ibid.， p. 30 
経営理患の類似性と相異 (501) 27 






















のでなく，オスグッド (C.E. Osgood)のセマYティッグ・デフェ v:/シァノレ
法としづ投影法に近い方法を用いているところに特徴がある。
セマ日ティ v ク・デフ~ v :/S/ァノレ法は次のごとくに用いられた叫。 まず且
13) Ibtd.， Chap. 3， pp. 36-72 









(I) 権威 (Prestige) あ昌概念はどの程度尊敬され尊重されていzかu





































ベルギー .22 .01 
7 ヲシス 08 .21 
イタリー .06 -.01 
スベイシ 23 .33 
























































































































(1) 安定の欲求 (Security) 生活維持と職位の安定とを一括する。
16) Ibid.. pp_ 61-72 
17) Ibid.， pp. 73-79 
32 (506) 第四者第6号
(2) 社会的欲求 (Social) 集団内の人々と円滑に接触したいとし寸欲求。
(3) 他人から尊敬壱得たいという欲求(Esteem) 社内および社外からの尊敬。
(4) 自主性の欲求 (Autonomy) マスローの人格的要求を(3)と但)とに分けた。
(5) 自己充実の欲求 (Self-Actualization) 自己に内在する人間的成長と成坊
感lご対する欲求。





















18) Ibid.. pp. 81， 83 


























19) Ibid.， Chap. 4， pp. 73-113 
20) Ii仇d.，p. 81 
21) Ibid.， p. 94 
34 (508) 第四巻第6号
第 4表欲求の満足(原数値)































































































































-~ -~ -!6 -!3 -M 
~ -~ 00 -~5 -n 
08 -.34 -.36 -.52 -.28 
-~ -.M -.51 -A3 -~ 









イギリス ー~ -.9 -~ -~ -m e 
アメリカ 28 -.38 -.02 .03 .05 464 





































































































































22) Ibid.. p: 100 





















































23) Ibid.， pp. 109-113 
24) lbid.. pp. 114-169 
25) Ibid.. pp. 170-181 























































28) 問書邦訳 p.42 
経営理念の類似性と相異 (515) 41 
しかし欲求の満足度については，ほとんどすべての欲求に高L、満足を表明し
ているところは特徴的で，ことに高次の欲求については北ヨーロッバ諸国など
と対照的である。その理由は明かでないが，日本の経済発展や企業成長が急速
で，ひいて昇進の可能性が大きいことも影響しているであろう。ただ日本独特
の年功序列的慣行は能力主義でなく，従って自己充実の欲求が其の意味で満た
されていないはずであるが，これについての管理者の理解が明確でないという
疑いがある。もっともわが国でもかなり多くの企業で管理者Vベル以上では能
力が重視されていることを否定するのではない。
この点から考えると，本調査ではひろい範囲での比較可能性骨得るために，
少数の一般的な質問としづ方法をとったから，回答者が異なった理解から答え
ている場合があるのではないか。異なった管盟的事実と理解から同じ回答がで
てきた場合がそのなかに含まれているのでなかろうか。
要するに本調査はきわめて興味あるものではあるが，その結果を評価すると
き，しばしば慎重な考慮を必要とすると言わねばならないであろう。
